
                        

 

令和８年８月２６日 
徳島河川国道事務所 

 

   徳島
と く し ま

南部
な ん ぶ

自動車道 小松島
こ ま つ し ま

南
みなみ

IC～阿南
あ な ん

IC 

開通４ヶ月後の交通状況について  

本施策は、四国圏広域地方計画の広域連携プロジェクト【1.1 大規模自然災害への防災力向上プロジェクト、3.2 シーム

レスな四国を実現する交通・通信基盤整備プロジェクト】等の取組に該当します。 

本施策は、WISENET2050 の実現に向けた政策コンセプトに該当します。 
 

徳島河川国道事務所ホームページ 
（https://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/index.html） 

X（旧 twitter）情報 

（https://x.com/mlit_tokushima）  

【発表先】徳島県政記者クラブ 

【問い合わせ先（○は主な問い合わせ先）】 

国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所 TEL：088—654—2211（代表） 

副所長（道路）   南原 道昭（みなみはら みちあき） 

○道路調査課長   定金 孝典（さだかね  たかのり） 
 

  

 令和８年３月８日（日）に開通した徳島
とくしま

南部
な ん ぶ

自動車道 小松島
こまつしま

南
みなみ
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阿南
あ な ん

IC の開通４ヶ月後の交通状況と整備効果についてお知らせします。 
 

【開通 4 ヶ月後の交通状況】 
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IC の交通量は約 3,300 台/12h。 

○交差点改良（右折レーン延伸）を実施した立江
た つ え

川橋
がわばし

西詰
にしづめ

交差点では開通前に比べ、 

国道 55 号から開通区間方面へ向かう交通量が約 3 割増加し、 

開通区間に並行する県道 22 号・県道 130 号の合計交通量が約 1 割減少。 

【整備効果①】周辺道路の交通混雑が緩和 

○通勤時間帯に発生していた交通混雑が緩和（渋滞長 660m→0ｍ）し、 

利用者も効果を実感。 

○平均旅行速度が約 8km/h～12km/h 向上。 

【整備効果②】周辺企業への定時性・アクセス性が向上 

○所要時間が減少し、定時性も向上。（ばらつきが最大で約 15 分減少） 

○開通区間を利用する物流業者は、定時性・アクセス性向上を実感。 

【整備効果③】搬送時間短縮等による救急医療活動支援 

○徳島県南部地域から徳島赤十字病院への搬送ルートの所要時間が約 6 分短縮。 

※今後も引き続き調査を行い、効果を検証していきます。 

E55 

ホームページ X（旧 twitter） 



開通4ヶ月後の交通状況
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※この地図は、一般財団法人日本デジタル道路地図協会のデータベースを使用して作成したものである。

写真①:徳島南部自動車道の交通状況
と く し ま な ん ぶ

〈右折交通量の変化(立江川橋西詰交差点)〉

1資料）交通量調査結果 開通前：R8.1.20(火)、開通4ヶ月後：R8.7.14（火）
※12時間（7時台～18時台）
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N
〈位置図〉

立江川橋西詰
交差点

勝浦川橋南詰
交差点 大林北

交差点

1,720

1,380

2,080

2,660

5,020

4,830
<-340> <＋580> <-190>

開通前

開通
4ヶ月後

（台/12ｈ)

至 開通区間

約3割増加
開通区間方面へ向かう交通量

55

〈平面図〉

那賀川

E55

N

小松島市

阿南市

至 徳島市

勝浦町

徳島市

小松島市役所

阿南市役所

28

130

24

22

22

こまつしま
小松島IC

小松島南IC
(徳島県整備)

こ ま つ し ま み な み

阿南IC
あ な ん

至 徳島市

至 高知市

立江川橋西詰
交差点

た つ え が わ ば し にしづめ

55

令和8年3月8日(日)
開通区間

延長3.2km

県道130号
約12,100

台/12h

徳島南部自動車道
約3,300
台/12h

県道22号
約6,800

台/12h

大林北
交差点

おおばやしきた

勝浦川橋南詰
交差点

かつう ら がわばしみなみづめ

国道55号から
開通区間方面
への経路

写真①

写真②

世界的LED
メーカー（本社）

至
高
知
市

凡 例

今回開通区間
未開通区間

高規格道路
(阿南安芸自動車道)
一般国道(指定区間)
県道(主要地方道)
県道(一般県道)
主要渋滞箇所

徳島南部自動車道

その他

5516

13028

○徳島南部自動車道 小松島南IC～阿南ICの交通量は約3,300台/12h。
○交差点改良(右折レーン延伸)を実施した立江川橋西詰交差点では開通前に比べ、国道55号から開通区間方面へ向かう交通量が約
3割増加し、開通区間に並行する県道22号・県道130号の合計交通量が約1割減少。

こ ま つ し ま み なみ あ な んと く し ま な ん ぶ

た つ え が わ ば し に し づ め

交通転換 交通転換

か つ う ら が わ ば し みなみづめ

た つ え が わ ば し にしづめ おお ばやし きた

〈交通量の変化〉

資料）交通量調査結果
開通前：R8.1.20（火）
開通4ヶ月後：R8.7.16（木）、21（火）
※12時間（7時台～18時台）
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写真②:立江川橋西詰交差点の対策
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〈平均旅行速度の変化〉

【整備効果①】周辺道路の交通混雑が緩和
○今回の開通により、県道130号の通勤時間帯に発生していた交通混雑が緩和（渋滞長660m→0ｍ）し、利用者も効果を実感。
○開通前ルート（県道130号・24号、22号）の平均旅行速度が約8km/h～12km/h向上。

〈那賀川渡河部付近の交通状況の変化〉
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資料）ETC2.0プローブデータ 朝2時間平均旅行速度（7時台～8時台）
開通前：R6.9-10【平日】 開通後：R8.4-5【平日】
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※この地図は、一般財団法人日本デジタル道路地図
協会のデータベースを使用して作成したものである。

〈平面図〉
▼写真②:那賀川橋付近

な か が わ ば し

2資料）渋滞長調査【※朝ピーク時（7時台～9時台の最大渋滞長）】 開通前：R8.1.20(火)、開通4ヶ月後：R8.7.16（木）

撮影：R8.5.26（8:00頃）
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【周辺企業（世界的LEDメーカー）の声】

資料）ヒアリング調査結果（R8.5）

【県道130号利用者の声】

資料）ヒアリング調査結果（R8.6）

• 開通前は、朝の通勤時間帯に那賀
川橋付近で混雑が発生していました
が、今回の開通により混雑は緩和し
ています。

• 今回開通区間の利用者が増えることで、開通前ルート
（県道130号・24号、22号）の交通量が減少し、
開通区間以外の利用者の通勤時間も減少しています。
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運転が楽になった、ストレス緩和など
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【整備効果②】周辺企業への定時性・アクセス性が向上

〈所要時間のばらつきの変化〉

○今回の開通により、周辺企業への新たなルートが形成され、所要時間が減少し、定時性も向上。（ばらつきが最大で約15分減少）
○開通区間を利用する物流業者は「時間が読みやすくなった。所要時間が短縮した。」など定時性・アクセス性向上を実感。
未利用の物流業者からも延伸による今後の利用意向が示されており、ネットワーク形成に伴う利用拡大の可能性が伺えます。
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※この地図は、一般財団法人日本デジタル道路地図協会のデータベースを使用して作成したものである。 3

勝浦町

【周辺企業(世界的LEDメーカー)への物流業者の声】

資料）アンケート調査結果（R8.6）

• 本社工場へ直結するルートが整備されたため、毎日
利用しています。

• 県道130号と比べて車線が広く感じられ、運転しやす
くなりました。また、信号や渋滞が少ないため、所要
時間も短縮されたと感じています。

開通区間を
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64％

資料）アンケート調査結果（R8.6）

※世界的LEDメーカーに出入りする物流業者へのアンケート調査〈アンケート調査結果〉
▼今回開通区間の利用有無 ▼今回開通区間を通行した感想（複数回答）
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資料）ETC2.0プローブデータ 昼間12時間（7時台～18時台）
開通前：R6.9-10【平日】、開通後：R8.4-5【平日】
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〈所要時間の変化〉

【整備効果③】搬送時間短縮等による救急医療活動支援

〈平面図〉

資料）ヒアリング調査結果（R8.6）
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○今回の開通により、徳島県南部地域から三次救急医療機関である徳島赤十字病院への搬送ルートの所要時間が約6分短縮。
○また、開通後は、開通前に比べ急ブレーキ発生頻度が約2割減少し、走行性が向上。
○今後の道路延伸により、救急搬送での利用拡大が見込まれ、地域の救急医療活動への更なる支援につながるものと考えられます。
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※この地図は、一般財団法人日本デジタル道路地図協会のデータベースを使用して作成したものである。

〈急ブレーキの発生頻度の変化〉

資料）ETC2.0プローブデータ
開通前：R6.9-10【全日】（県道130号・24号利用）
開通後：R8.4-5【全日】（徳島南部自動車道利用）
※急ブレーキ発生頻度：前後加速度-0.25G以下を対象とし、
車両千台あたりの発生回数を集計

▼立江川橋西詰交差点～上中町交差点
かみなかち ょうた つ え が わ ば し

4
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資料) ETC2.0プローブデータ 混雑時平均旅行速度 （7時台～8時台、17時台～18時台）
開通前:R6.9-10【平日】 開通後:R8.4-5【平日】

• 現時点では、今回開通区間の利用は阿南IC周辺などに
限られますが、現道利用時と比べて搬送時間の短縮や走
行性の向上が見られます。

• 今後、道路延伸が進めば、多くの救急隊による救急搬送
での活用が見込まれ、更なる効果が期待されます。
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